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（1）-6 研究開発体制(次世代生命体統合シミュレーションソフトウェアの研究開発)

各チームリーダーを中心に、関係機関のメンバーが連携して開発を推進。
毎月のチームリーダー会で進捗状況の確認を行い、アプリの開発管理を実施。
技術的問題がある場合は、高度化チームが連携して対応。
外部有識者を含めた運営委員会を年に1～2回開催し、プロジェクトの実施計画を決定。
若手研究者による集中研究会を企画し人材育成を推進。

本プロジェクトで雇用した
研究員（69名）の進路

アカデミック 46名

民間企業 5名

海外 0名

他予算の
ポスドク

18名

論文発表件数

681件


